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『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
編
纂

溝
　
口
　
優
　
樹

は
じ
め
に

　
『
菅
家
御
伝
記
』

（
１
）は

平
安
時
代
末
頃
、
菅
原
陳
経
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
菅
原
道
真
の
伝
記
で
あ
る
。
奥
書
に
は
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
十
二
月
十
八
日
の

日
付
が
あ
り
、
成
立
時
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
陳
経
の
自
筆
本
は
遺
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
に
伝
わ
る
本
は
全
て
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
に
三
条
西
実
隆
が

書
写
・
加
筆
を
お
こ
な
っ
た
写
本
を
祖
本
と
す
る
。
伝
本
は
い
く
つ
か
の
系
統
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
天
台
僧
で
あ
る
宗
淵
が
編
纂
し
た
『
北
野
文
叢
』

に
収
め
ら
れ
た
も
の
が
善
本
と
さ
れ
る
。
編
者
の
菅
原
陳
経
は
賀
茂
守
道
の
男
で
、
菅
原
師
長
（
道
真
の
五
世
孫
）
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
極
位
は
従

五
位
上
で
木
工
允
・
文
章
生
・
外
記
な
ど
を
歴
任
し
て
お
り
、
著
作
と
し
て
『
家
栄
雑
抄
』
が
あ
る
。

　
『
菅
家
御
伝
記
』
は
、
道
真
の
前
世
・
現
世
・
死
後
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
を
記
し
た
計
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
部
は
菅
原
氏
の
系
譜
の
起

点
と
な
る
神
代
の
天
穂
日
命
か
ら
、
菅
原
氏
に
朝
臣
が
賜
姓
さ
れ
た
八
世
紀
末
頃
の
道
長
ま
で
、
道
真
の
先
祖
に
つ
い
て
記
す
。
第
二
部
は
道
真
の
出
自
を
記
し

た
後
、
彼
が
年
少
期
に
田
口
達
音
に
師
事
し
た
こ
と
か
ら
、
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
閏
十
月
十
九
日
に
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
こ
と
ま
で
を
扱
う
。
そ
し
て
第

三
部
は
「
安
楽
寺
学
頭
安
修
奏
上
」
や
「
北
野
社
家
者
説
」、「
外
記
日
記
」
を
引
用
し
、
安
楽
寺
や
北
野
神
殿
の
創
建
事
情
、
北
野
聖
廟
の
祭
礼
な
ど
に
つ
い
て

記
す
。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
有
す
る
『
菅
家
御
伝
記
』
は
、天
神
信
仰
の
歴
史
的
展
開
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、『
菅
家
御
伝
記
』

が
有
す
る
史
料
的
意
義
は
、
天
神
信
仰
の
研
究
に
お
け
る
有
用
性
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
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道
真
の
前
世
に
つ
い
て
記
し
た
第
一
部
に
は
、
菅
原
氏
の
前
身
と
な
っ
た
土
師
氏
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
こ
の
第
一
部
は
、
陳
経
や
平
安
時
代
末
頃
に
お
け

る
菅
原
氏
の
系
譜
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
土
師
氏
の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
も
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
を

も
と
に
、
そ
れ
が
扱
う
時
代
（
神
代
～
八
世
紀
末
）
の
史
実
を
抽
出
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
素
材
と
し
て
、
土
師
氏
や
菅
原
氏
に
よ
る
系
譜

や
伝
承
の
形
成
・
再
編
過
程
を
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
本
稿
で
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
が
い
か
に
編
纂
さ
れ
た
の
か
を
検

討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
部
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
出
典
の
記
載
を
手
が
か
り
と
し
て
、
各
記
事
の
撰
述
に
用
い
ら
れ
た
典
拠
を
確
認
し
、
出
典
が
現
存
し
て

い
る
場
合
は
第
一
部
の
記
述
と
の
比
較
を
お
こ
な
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
陳
経
に
よ
る
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
編
纂
姿
勢
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
う
し
た
作

業
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
全
体
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
も
必
要
と
な
ろ
う
。

一
、
現
存
し
な
い
出
典

（
１
）　

第
一
部
の
概
要

　

ま
ず
は
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
全
文
を
掲
げ
よ
う
。

　
︻
史
料
１
︼『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部（

２
）

　

Ａ
昔
在
神
代
天
照
太
神
之
子
天
穂
日
命
、
帥
二
其
子
天
夷
鳥
命
一
、〈
亦
曰
二
武
日
照
命
一
。〉
天
二
降
于
出
雲
国
一
矣
。
従
レ
天
将
二
来
神
宝
一
、
蔵
二
于
杵
築
神

宮
一
焉
。

Ｂ
天
夷
鳥
命
十
二
世
孫
鸕
濡
渟
命
、〈
飯
入
根
命
子
。〉
磯
城
瑞
籬
宮
御
宇
〈
崇
神
〉
天
皇
御
世
、
勅
定
二
出
雲
国
造
一
。
Ｃ
鸕
濡
渟
命
弟
曰
二
甘
美
乾
飯
根
命
一
。

Ｄ
①
甘
美
乾
飯
根
命
子
曰
二
野
見
宿
禰
一
。
②
纏
向
珠
城
宮
御
宇
〈
垂
仁
〉
天
皇
御
世
、
喚
二
野
見
宿
禰
一
、
与
二
当
麻
蹶
速
一
令
二
捔
力
一
。
二
人
相
対
立
、
各

挙
レ
足
相
蹶
。
則
野
見
宿
禰
蹈
二
殺
蹶
速
一
。
故
奪
二
蹶
速
之
地
一
、
悉
賜
レ
之
。
仍
留
任
焉
。
③
於
レ
是
皇
后
日
葉
酢
媛
薨
。
是
時
古
風
尚
存
、
喪
葬
無
レ
節
。

天
皇
神
襟
有
二
悲
傷
一
。
詔
曰
、
止
レ
殉
奈
之
為
レ
何
。
野
見
宿
禰
奏
曰
、
夫
君
王
陵
墓
、
埋
二
立
生
人
一
、
是
不
レ
良
也
。
豈
得
レ
伝
二
〈
伝
字
脱
依
二
日
本

紀
一
補
レ
之
〉
後
葉
一
乎
。
願
喚
二
上
出
雲
土
部
人
等
一
、
取
レ
埴
以
造
二
作
人
形
一
、
以
二
是
土
物
一
、
更
易
二
生
人
一
、
樹
二
於
陵
墓
一
、
為
二
後
葉
之
法
則
一
。

天
皇
大
喜
之
曰
、
汝
便
儀
寔
洽
二
朕
心
一
。
則
其
土
物
、
始
立
二
于
日
葉
酢
媛
命
狭
城
墓
一
。〈
今
狭
城
盾
列
池
前
陵
是
也
。〉
是
以
土
物
謂
二
埴
輪
一
。
仍
下

レ
令
曰
、
自
レ
今
以
後
、
陵
墓
必
樹
二
是
土
物
一
、
無
レ
傷
レ
人
為
。
天
皇
厚
賞
二
野
見
宿
禰
之
功
一
、
亦
賜
二
鍛
地
一
。
即
任
二
土
部
職
一
。
因
改
二
本
氏
一
謂
二
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土
部
臣
一
。
④
其
後
天
皇
崩
二
于
珠
城
宮
一
。
葬
二
菅
原
伏
見
山
陵
一
。〈
今
菅
原
御
立
野
中
陵
是
也
。〉
土
部
臣
野
見
宿
禰
主
二
喪
葬
之
事
一
。
皇
太
子
〈
景
行

天
皇
〉
詔
充
二
陵
戸
一
、兼
守
レ
山
也
。
爾
来
土
部
氏
萬
葉
居
二
菅
原
伏
見
邑
一
。
Ｅ
土
部
臣
野
見
宿
禰
三
世
孫
身
臣
、難
波
高
津
宮
御
宇
〈
仁
徳
〉
天
皇
御
世
、

改
二
土
部
臣
一
賜
二
土
部
連
姓
一
。
Ｆ
土
部
連
身
臣
七
世
孫
、
大
唐
学
生
甥
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
御
宇
〈
天
武
〉
天
皇
、
天
下
萬
姓
改
二
定
八
等
一
之
日
、
改
二
土

部
連
一
、
賜
レ
姓
曰
二
土
部
宿
禰
一
。
Ｇ
土
部
宿
禰
甥
四
世
孫
遠
江
介
従
五
位
下
古
人
、
平
城
宮
御
宇
〈
光
仁
〉
天
皇
天
応
元
年
六
月
上
レ
状
、
望
下
請
因
二
地

名
一
改
二
土
部
一
以
為
中
菅
原
姓
上
。
勅
許
レ
之
。
Ｈ
菅
原
宿
禰
古
人
長
男
外
従
五
位
下
道
長
、
長
岡
宮
御
宇
〈
桓
武
〉
天
皇
延
暦
九
歳
十
二
月
、
改
二
菅
原
宿

禰
一
賜
レ
姓
曰
二
菅
原
朝
臣
一
，
Ｈ
。

　
　

右
、
日
本
書
紀
・
続
日
本
紀
・
氏
族
志
抄
・
新
撰
姓
氏
録
・
菅
原
本
系
帳
所
レ
載
。

　

右
に
掲
げ
た
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
は
、
菅
原
氏
の
系
譜
の
起
点
と
な
る
天
穂
日
命
か
ら
、
菅
原
氏
に
朝
臣
が
賜
姓
さ
れ
た
時
の
道
長
ま
で
の
計
九
名
に
つ

い
て
、
世
系
を
明
確
に
し
た
う
え
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
績
を
記
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
道
真
の
先
祖
に
関
す
る
事
柄
と
し
て
撰
述
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
道
真
の
祖
父
で
あ
る
清
公
や
父
で
あ
る
是
善
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
は
、
菅
原
朝
臣
と
い
う
氏
の
成
立
過
程
が
記

さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
菅
原
朝
臣
成
立
前
史
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）　
「
氏
族
志
抄
」

　
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
は
、
末
尾
に
典
拠
と
し
て
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』「
氏
族
志
抄
」『
新
撰
姓
氏
録
』「
菅
原
本
系
帳
」
の
五
つ
の
書
物
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、「
氏
族
志
抄
」
と
「
菅
原
本
系
帳
」
は
現
存
し
な
い
。『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
撰
述
に
用
い
ら
れ
た
典
拠
の
う
ち
、
現
存
し
な
い
二
つ
は

い
か
な
る
書
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
「
氏
族
志
抄
」
か
ら
検
討
し
た
い
。「
氏
族
志
抄
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
「
氏
族
志
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
に
記
述
が
あ
る
。

　
︻
史
料
２
︼『
新
撰
姓
氏
録
』
序
文（

３
）（

抄
出
）

勝
宝
年
中
、
特
有
二
恩
旨
一
、
聴
二
許
諸
蕃
一
、
任
レ
願
賜
レ
之
、
遂
使
二
前
姓
後
姓
文
字
斯
同
、
蕃
俗
和
俗
氏
族
相
疑
一
。
万
方
庶
民
、
陳
二
高
貴
之
枝
葉
一
、

三
韓
蕃
賓
、
稱
二
日
本
之
神
胤
一
。
時
移
人
易
、
罕
二
知
而
言
一
。
宝
字
之
末
、
其
争
猶
繁
。
仍
聚
二
名
儒
一
、
撰
二
氏
族
志
一
、
抄
案
弗
レ
半
、
逢
二
時
有
一
レ
難
。

諸
儒
解
体
、
輟
而
不
レ
興
。
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右
は
九
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
序
文
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
天
平
宝
字
年
間
の
末
に
「
氏
族
志
」
の
編
纂
が
企
図
さ
れ
た

も
の
の
、「
難
」（
恵
美
押
勝
の
乱
お
よ
び
淳
仁
廃
位
事
件
の
こ
と（

４
））
の
た
め
「
抄
案
半
ば
」
な
ら
ず
し
て
編
纂
が
中
止
さ
れ
た
と
い
う
。「
氏
族
志
」
編
纂
に
関

し
て
は
、
次
の
史
料
に
も
記
述
が
あ
る
。

　
︻
史
料
３
︼『
中
臣
氏
系
図
』（

５
）所
引
「
延
喜
本
系
」

案
下
依
二
去
天
平
宝
字
五
年
撰
氏
族
志
所
之
宣
一
、
勘
造
所
レ
進
本
系
帳
上
云
、（
略
）

　

右
に
よ
る
と
、
中
臣
氏
は
「
天
平
宝
字
五
年
の
撰
氏
族
志
所
の
宣
」
を
う
け
て
本
系
帳
を
作
成
・
提
出
し
て
い
た
。
史
料
２
を
踏
ま
え
る
と
、「
撰
氏
族
志
所
」

と
は
、「
氏
族
志
」
を
編
纂
す
る
た
め
儒
者
を
集
め
て
つ
く
ら
れ
た
臨
時
の
官
司
で
あ
ろ
う
。

　

結
局
、「
氏
族
志
」
は
完
成
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
編
纂
に
用
い
ら
れ
た
「
氏
族
志
抄
」
が
そ
の
草
案
に
あ
た
る
と
の
見
方
が

あ
る（

６
）。『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
う
ち
、
ど
の
部
分
が
「
氏
族
志
抄
」
に
よ
る
部
分
で
あ
る
か
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
氏
族
志
」
の
内
容
も
伝
わ
っ
て
い
な
い

た
め
、両
者
の
関
係
性
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。
そ
こ
で
『
菅
家
御
伝
記
』
を
も
と
に
「
氏
族
志
抄
」
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
検
討
し
、そ
れ
を
も
と
に
「
氏

族
志
」
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

　

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、『
菅
家
御
伝
記
』
に
お
け
る
出
典
記
載
の
配
列
で
あ
る
。
第
一
部
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
出
典
は
、①
『
日
本
書
紀
』（
養
老
四
年
〈
七

二
〇
〉）、
②
『
続
日
本
紀
』（
延
暦
十
六
年
〈
七
九
七
〉）、
③
「
氏
族
志
抄
」、
④
『
新
撰
姓
氏
録
』（
弘
仁
六
年
〈
八
一
五
〉）、
⑤
「
菅
原
本
系
帳
」
の
順
と
な
っ

て
お
り
、
成
立
年
代
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

　

一
方
、
道
真
の
生
前
を
中
心
に
記
し
た
第
二
部
は
、
①
『
菅
家
文
草
』（
昌
泰
三
年
〈
九
〇
〇
〉）、
②
『
後
集
』（
～
延
喜
三
年
〈
九
〇
三
〉
頃
）、
③
『
三
代

実
録
』（
延
喜
元
年
〈
九
〇
一
〉）、
④
『
公
�
補
任
』（
延
喜
年
間
〈
九
〇
一
～
九
二
三
〉
以
降
）、
⑤
「
菅
原
本
系
帳
」、
⑥
「
家
記
」
の
順
に
出
典
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
十
世
紀
初
頭
頃
の
史
料
に
つ
い
て
は
成
立
年
代
が
近
接
し
て
い
る
が
、『
菅
家
後
集
』
の
後
に
『
三
代
実
録
』
が
あ
が
っ
て
い
る
な
ど
、
必
ず
し
も
成

立
年
代
順
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
第
二
部
の
場
合
、
同
じ
漢
詩
集
で
あ
る
『
菅
家
文
草
』
と
『
菅
家
後
集
』
を
ひ
と
ま
と
め
と
し
、
そ
の
な
か
で
年
代
順
に
配
列

し
た
後
、分
野
の
異
な
る
『
三
代
実
録
』
を
掲
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、第
一
部
に
つ
い
て
も
同
様
に
、正
史
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
と
『
続

日
本
紀
』
を
ひ
と
ま
と
め
、
氏
族
系
譜
を
集
成
し
た
書
物
で
あ
る
「
氏
族
志
抄
」
と
『
新
撰
姓
氏
録
』
も
ま
た
ひ
と
ま
と
め
と
し（

７
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
の
中

で
時
代
順
に
配
列
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
氏
族
系
譜
を
集
成
し
た
書
物
の
な
か
で
も
「
氏
族
志
抄
」
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
よ
り
も
先
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
相
対
的
に

古
い
、
つ
ま
り
弘
仁
六
年
を
遡
る
書
物
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、「
氏
族
志
抄
」
は
奈
良
時
代
の
書
物
と
み
て
問
題
は
な
く
、
天
平
宝
字
末

年
に
編
纂
が
企
図
さ
れ
た
「
氏
族
志
」
の
草
案
と
す
る
見
方
の
傍
証
と
な
る
。

（
３
）　
「
菅
原
本
系
帳
」

　

次
に
、『
菅
家
本
系
帳
』
が
い
か
な
る
書
物
で
あ
っ
た
の
か
検
討
し
た
い
。『
中
臣
氏
系
図
』
所
引
「
延
喜
本
系
」（
史
料
３
）
に
は
、「
撰
氏
族
志
所
」
の
宣
に

よ
っ
て
中
臣
氏
が
本
系
帳
を
作
成
、
提
出
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
ま
た
、
本
系
帳
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
に
も
記
述
が
あ
る
。

　
︻
史
料
４
︼『
弘
仁
私
記
』
序
文（

８
）
　

凡
厥
天
平
勝
宝
之
前
、〈
感
神
天
皇
年
号
也
。
世
号
二
法
師
天
皇
一
。〉
毎
二
一
代
一
使
三
天
下
諸
氏
各
献
二
本
系
一
。〈
謂
譜
牒
為
二
本
系
一
也
〉。
永
蔵
二
秘
府
一
、

不
レ
得
二
輙
出
一
。
今
存
二
図
書
寮
一
者
、
是
也
。

　

右
に
よ
る
と
、「
天
平
勝
宝
の
前
」
か
ら
諸
氏
族
は
一
代
ご
と
に
本
系
帳
を
提
出
し
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
八
世
紀
末
に
は
、
諸
氏
族
に
「
本
系
帳
」
の
提

出
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。

　
︻
史
料
５
︼『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
十
二
月
戊
戌
（
二
十
九
日
）
条（

９
）
　

勅
、
天
下
臣
民
、
氏
族
已
衆
。
或
源
同
流
別
。
或
宗
異
姓
同
。
欲
レ
拠
二
譜
牒
一
、
多
経
二
改
易
一
。
至
レ
検
二
籍
帳
一
、
難
レ
弁
二
本
枝
一
。
宜
布
二
告
天
下
一
、

令
レ
進
二
本
系
帳
一
。
三
韓
・
諸
蕃
亦
同
。
但
令
レ
載
二
始
祖
及
別
祖
等
名
一
、
勿
レ
列
二
枝
流
并
継
嗣
歴
名
一
。
若
元
出
二
于
貴
族
之
別
一
者
、
宜
下
取
二
宗
中

長
者
署
一
申
上
之
。
凡
厥
氏
姓
、
率
多
二
仮
濫
一
。
宜
レ
在
二
確
実
一
、
勿
レ
容
二
詐
冒
一
。
来
年
八
月
卅
日
以
前
、
惣
令
二
進
了
一
。
便
編
入
録
、
如
事
違
二
故

記
一
、
及
過
二
厳
程
一
者
、
宜
下
原
レ
情
科
処
、
永
勿
中
入
録
上
。
凡
庸
之
徒
、
惣
集
為
レ
巻
。
冠
蓋
之
族
、
聴
二
別
成
一
レ
軸
焉
。

　

右
は
、
諸
氏
族
に
本
系
帳
の
提
出
を
命
じ
た
詔
で
あ
り
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
編
纂
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
提
出
が
命
じ
ら
れ
た

本
系
帳
は
、「
始
祖
」
お
よ
び
「
別
祖
」
な
ど
の
名
を
載
せ
、「
枝
流
」
や
「
継
嗣
」
の
歴
名
は
載
せ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
れ

ま
で
に
作
成
さ
れ
て
き
た
本
系
帳
で
は
、「
始
祖
」
や
「
別
祖
」
の
み
な
ら
ず
「
枝
流
」
や
「
継
嗣
」
の
情
報
も
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
系
帳
は
八
世
紀
半
ば
頃
か
ら
諸
氏
族
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
系
譜
を
記
し
た
書
物
で
あ
り
、
時
代
を
経
る
ご
と
に
加
筆
・
更
新
さ
れ
る
性
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格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
系
帳
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
文
章
系
譜
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
（（
（

。

　

で
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
「
菅
原
本
系
帳
」
の
成
立
は
い
つ
頃
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
菅
原
へ
の
改
姓
が
は
じ
め
て
お
こ
な

わ
れ
た
の
は
天
応
元
年
（
七
八
一
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
菅
原
本
系
帳
」
の
成
立
は
そ
れ
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
何
度
も
加
筆
・
更
新
さ
れ
る
と
い

う
本
系
帳
の
性
格
か
ら
し
て
、「
菅
原
本
系
帳
」
も
時
代
ご
と
に
何
度
も
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
典
拠
と
し

て
用
い
ら
れ
た
「
菅
原
本
系
帳
」
の
年
代
を
絞
り
込
む
う
え
で
注
目
す
べ
き
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
二
部
（
道
真
の
事
績
を
記
し
た
部
分
）
の
末
尾
に
も
典
拠

と
し
て
「
菅
原
本
系
帳
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
編
纂
に
用
い
ら
れ
た
「
菅
原
本
系
帳
」
に
は
、
道
真
に
つ
い

て
の
記
載
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
道
真
の
生
年
以
降
に
成
立
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
、
出
典
と
の
比
較

　
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
に
は
、
菅
原
氏
の
先
祖
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
人
物
ご
と
に
事
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
人
物
ご
と
に
記
事
を
区
分
し
た
の
が
、

史
料
１
の
Ａ
～
Ｈ
で
あ
る
（
Ｈ
部
分
は
，
Ｈ
ま
で
）。
本
章
で
は
、
そ
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
を
確
認
し
、
現
存
す
る
史
料
を
典
拠
と
し
て
い
る
場
合

は
比
較
を
お
こ
な
い
、
原
典
の
記
述
を
い
か
な
る
形
で
『
菅
家
御
伝
記
』
に
採
録
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
陳
経
に
よ
る
『
菅
家
御

伝
記
』
の
編
纂
姿
勢
に
迫
り
た
い
。

①
Ａ
部
分
（
天
穂
日
命
・
天
夷
鳥
命
）

　

Ａ
部
分
は
、
神
代
に
天
照
太
神
の
子
で
あ
る
天
穂
日
命
が
そ
の
子
で
あ
る
天
夷
鳥
命
を
率
い
て
出
雲
国
に
天
降
り
、
天
か
ら
神
宝
を
将
来
し
て
杵
築
神
宮
に
お

さ
め
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
天
夷
鳥
命
の
事
績
は
次
の
史
料
に
み
え
る
。

　
︻
史
料
６
︼『
日
本
書
紀
』
崇
神
六
十
年
七
月
己
酉
（
十
四
日
）
条

（
（（
（　

詔
二
群
臣
一
曰
、
武
日
照
命
〈
一
云
、
武
夷
鳥
。
又
云
、
天
夷
鳥
。〉
従
レ
天
将
来
神
宝
、
蔵
二
于
出
雲
大
神
宮
一
。
是
欲
レ
見
焉
。
則
遣
二
矢
田
部
造
遠
祖
武

諸
隅
一
〈
一
書
云
、
一
名
大
母
隅
也
。〉
而
使
レ
献
。
当
二
是
時
一
、
出
雲
臣
之
遠
祖
出
雲
振
根
主
二
于
神
宝
一
。
是
往
二
筑
紫
国
一
、
而
不
レ
遇
矣
。
其
弟
飯
入

根
、
則
被
二
皇
命
一
。
以
二
神
宝
一
付
三
弟
甘
美
韓
日
狭
与
二
子
鸕
濡
渟
一
而
貢
上
。（
略
）

　

Ａ
部
分
は
基
本
的
に
『
日
本
書
紀
』
の
文
章
を
利
用
し
て
撰
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
出
雲
大
神
宮
」
と
あ
る
箇
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所
が
『
菅
家
御
伝
記
』
で
は
「
杵
築
神
宮
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
部
分
に
登
場
す
る
「
天
夷
鳥
命
」
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
武
日
照
命
」
の
別
名
と

し
て
分
註
に
記
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
点
が
留
意
さ
れ
る
。

　

な
お
、
天
穂
日
命
と
天
夷
鳥
命
の
親
子
関
係
は
、『
古
事
記
』（
神
代
上
）（

（（
（

や
「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」（『
延
喜
式
』
祝
詞
29
出
雲
国
造
神
賀
条
）
の
ほ
か
、『
菅

家
御
伝
記
』
第
一
部
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
出
典
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
も
み
え
る
。

　
︻
史
料
７
︼『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
中
、
天
孫

出
雲
宿
禰
。
天
穂
日
命
子
、
天
夷
鳥
命
之
後
也
。

　

右
の
よ
う
に
、
左
京
に
本
貫
を
も
つ
出
雲
宿
禰
氏
の
系
譜
に
は
、
天
夷
鳥
命
を
天
穂
日
命
の
子
と
す
る
記
述
が
あ
る

（
（（
（

。
菅
原
氏
や
土
師
氏
の
系
譜
で
は
な
い
が
、

『
菅
家
御
伝
記
』
に
お
け
る
天
穂
日
命
と
天
夷
鳥
命
の
記
事
を
撰
述
す
る
う
え
で
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

②
Ｂ
部
分
（
鸕
濡
渟
命
）

　

Ｂ
部
分
は
、
天
夷
鳥
命
の
十
二
世
孫
で
あ
る
鸕
濡
渟
命
が
崇
神
朝
に
出
雲
国
造
と
な
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
所
伝
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
第

一
部
の
末
尾
に
出
典
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
五
つ
の
書
物
の
う
ち
、
現
存
す
る
も
の
に
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
が
国
造
に
任
じ
ら
れ
た
と
す
る
所

伝
は
「
国
造
本
紀
」
に
み
え
る
。

　
︻
史
料
８
︼『
先
代
旧
事
本
紀
』「
国
造
本
紀
」（

（（
（　

出
雲
国
造
。
瑞（
崇
神
）

籬
朝
、
以
二
天
穂
日
命
十
一
世
孫
、
宇
迦
都
久
怒
一
、
定
二
賜
国
造
一
。

　

右
は
崇
神
朝
に
天
穂
日
命
十
一
世
孫
の
宇
迦
都
久
怒
が
国
造
に
定
め
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
出
雲
国
造
の
任
命
が
崇
神
朝
と
さ
れ
る
点
、
任
じ
ら
れ
た

の
が
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
と
さ
れ
る
点
は
『
菅
家
御
伝
記
』
と
共
通
し
て
い
る
が
、
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
の
世
系
や
、
漢
字
表
記
に
違
い
が
あ
る
。
な
お
、『
菅
家
御
伝
記
』
第

一
部
に
は
出
典
と
し
て
「
国
造
本
紀
」（『
先
代
旧
事
本
紀
』）
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
出
典
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
菅
家
御
伝

記
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
「
国
造
本
紀
」
が
参
照
さ
れ
た
場
合
も
一
応
は
想
定
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
世
系
が
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
国
造
本
紀
」

を
直
接
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
鸕
濡
渟
命
が
崇
神
朝
に
出
雲
国
造
に
任
じ
ら
れ
た
と
す
る
記
述
が
別
の
史
料
に
も
あ
り
、
そ
れ
を
出
典
と
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
も
み
え
る
。

　
︻
史
料
９
︼『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
上
、
天
孫
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出
雲
臣
。
天
穂
日
命
十
二
世
孫
、
鵜
濡
渟
命
之
後
也
。

　
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
載
る
出
雲
臣
氏
の
系
譜
に
お
い
て
、
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
は
天
穂
日
命
十
二
世
孫
と
さ
れ
て
い
た
。『
菅
家
御
伝
記
』
の
場
合
、
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
は
天

穂
日
命
の
子
で
あ
る
天
夷
鳥
命
十
二
世
孫
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
所
伝
と
一
世
代
ず
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
Ｂ
部
分
は
、現
存
し
な
い
「
氏

族
志
抄
」
あ
る
い
は
「
菅
原
本
系
帳
」
の
ど
ち
ら
か
を
典
拠
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
鸕
濡
渟
命
は
菅
原
氏
の
直
接
の
先
祖
に
は
あ
た
ら
な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
鸕
濡
渟
命
が
『
菅
家
御
伝
記
』
に
記
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
弟
で
あ
り
、
後
の
菅
原
氏
に
繋
が
っ
て
い
く
と
さ
れ
る
甘
美
乾
飯
根
命
の

世
系
を
示
す
た
め
で
あ
ろ
う
。

③
Ｃ
部
分
（
甘
美
乾
飯
根
命
）

　

Ｃ
部
分
は
、
鸕
濡
渟
命
の
弟
を
甘
美
乾
飯
根
命
と
い
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ウ
マ
シ
ラ
カ
ラ
イ
ヒ
ネ
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
収
録
さ
れ
た
土
師
系
諸
氏

の
系
譜
に
み
え
る
。

　
︻
史
料
10
︼『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
下
、
天
孫

土
師
宿
禰
。
天
穂
日
命
十
二
世
孫
、
可
美
乾
飯
根
命
之
後
也
。
光
仁
天
皇
天
応
元
年
、
改
二
土
師
一
賜
二
菅
原
氏
一
。
有
レ
勅
改
賜
二
大
枝
朝
臣
姓
一
也
。

菅
原
朝
臣
。
土
師
宿
禰
同
祖
。
乾
飯
根
命
七
世
孫
、
大
保
度
連
之
後
也
。

　
︻
史
料
11
︼『
新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
神
別
、
天
孫

土
師
宿
禰
。
秋
篠
朝
臣
同
祖
。
天
穂
日
命
十
二
世
孫
、
可
美
乾
飯
根
命
之
後
也
。

　

右
に
掲
げ
た
土
師
宿
禰
・
菅
原
朝
臣
氏
の
系
譜
に
は
、
天
穂
日
命
十
二
世
孫
と
し
て
可
美
乾
飯
根
命
（
乾
飯
根
命
）
の
名
が
み
え
る
。
ま
ず
「
ウ
マ
シ
」
の
表

記
が
『
菅
家
御
伝
記
』
で
は
「
甘
美
」、『
新
撰
姓
氏
録
』
で
は
「
可
美
」
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に
『
菅
家
御
伝
記
』
と
『
新

撰
姓
氏
録
』
で
は
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
の
世
系
が
一
世
代
ず
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
ウ
マ
シ
カ
ラ
イ
ヒ
ネ
の
世
系
も
一
世
代
の
ず
れ
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
菅
家

御
伝
記
』
に
お
い
て
ウ
マ
シ
カ
ラ
イ
ヒ
ネ
は
天
穂
日
命
か
ら
数
え
る
と
十
三
世
孫
と
な
る
が
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
お
け
る
土
師
系
氏
族
の
系
譜
で
は
天
穂
日
命

十
二
世
孫
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（（
（

。
た
だ
し
、
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
と
ウ
マ
シ
カ
ラ
イ
ヒ
ネ
が
同
世
代
（
兄
弟
）
と
さ
れ
る
点
で
両
史
料
に
相
違
は
な
い
。

　

な
お
、
ウ
マ
シ
カ
ラ
イ
ヒ
ネ
は
『
日
本
書
紀
』
に
登
場
し
な
い
が
、
出
雲
の
神
宝
を
め
ぐ
る
伝
承
（
前
掲
史
料
６
）
に
お
い
て
、
飯
入
根
の
弟
と
し
て
甘
美
韓

日
狭
が
登
場
す
る
。
可
美
乾
飯
根
命
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
編
纂
あ
る
い
は
そ
の
原
資
料
と
な
る
本
系
帳
を
作
成
す
る
段
階
に
お
い
て
、
土
師
氏
の
系
譜
上
か
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ら
野
見
宿
禰
を
隠
し
、
そ
れ
に
か
わ
る
「
別
祖
」
と
し
て
、
飯
入
根
や
甘
美
韓
日
狭
を
参
考
に
創
出
さ
れ
た
人
（
神
）
格
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
（（
（

。

④
Ｄ
部
分
（
野
見
宿
禰
）

　

Ｄ
部
分
は
、
野
見
宿
禰
の
事
績
を
記
し
た
箇
所
で
あ
り
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
に
お
い
て
最
も
多
く
の
分
量
を
占
め
る
。
そ
の
内
容
は
、
世
系
を
記
し
た

部
分
（
①
）
と
三
つ
の
説
話
（
②
～
④
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
出
典
を
検
討
し
た
い
。

⑴
Ｄ
①
（
野
見
宿
禰
の
世
系
）

　

Ｄ
①
は
、
甘
美
乾
飯
根
命
の
子
を
野
見
宿
禰
と
い
っ
た
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
う
し
た
親
子
関
係
は
、
末
尾
に
記
さ
れ
た
出
典
の
う
ち
現
存
す
る
史
料
に
は

み
え
な
い
。
一
方
、『
菅
家
御
伝
記
』
に
お
い
て
野
見
宿
禰
は
天
穂
日
命
か
ら
数
え
て
十
四
世
孫
と
な
る
が
、こ
う
し
た
世
系
は
『
続
日
本
紀
』
や
『
新
撰
姓
氏
録
』

に
み
え
る
。

　
︻
史
料
12
︼『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
（
二
十
五
日
）
条

（
（（
（　

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長
等
一
十
五
人
言
、
土
師
之
先
出
レ
自
二
天
穂
日
命
一
。
其
十
四
世
孫
、
名
曰
二
野
見
宿

禰
一
。
昔
者
、
纒
向
珠
城
宮
御
宇
垂
仁
天
皇
世
、
古
風
尚
存
、
葬
礼
無
レ
節
。
毎
レ
有
二
凶
事
一
、
例
多
殉
埋
。
于
時
皇
后
薨
、
梓
宮
在
レ
庭
。
帝
顧
二
問
群

臣
一
曰
、
後
宮
葬
礼
、
為
レ
之
奈
何
。
群
臣
対
曰
、
一
遵
二
倭
彦
王
子
故
事
一
。
時
臣
等
遠
祖
野
見
宿
禰
進
奏
曰
、
如
二
臣
愚
意
一
、
殉
埋
之
礼
殊
乖
二
仁
政
一
。

非
二
益
レ
国
利
レ
人
之
道
一
。
仍
率
二
土
部
三
百
余
人
一
、
自
領
取
レ
埴
造
二
諸
物
象
一
進
之
。
帝
覧
甚
悦
、
以
代
二
殉
人
一
。
号
曰
二
埴
輪
一
。
所
謂
立
物
是
也
。

此
即
往
帝
之
仁
徳
、
先
臣
之
遺
愛
、
垂
二
裕
後
昆
一
、
生
民
頼
矣
。
式
観
二
祖
業
一
、
吉
凶
相
半
、
若
其
諱
辰
掌
レ
凶
、
祭
日
預
レ
吉
。
如
レ
此
供
奉
、
允
合
二

通
途
一
。
今
則
不
レ
然
。
専
預
二
凶
儀
一
。
尋
二
念
祖
業
一
、
意
不
レ
在
レ
茲
。
望
請
、
因
二
居
地
名
一
、
改
二
土
師
一
以
為
二
菅
原
姓
一
。
勅
、
依
レ
請
許
レ
之
。

　
︻
史
料
13
︼『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
、
天
孫

土
師
宿
禰
。
天
穂
日
命
十
四
世
孫
、
野
見
宿
禰
之
後
也
。

　
︻
史
料
14
︼『
新
撰
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別
、
天
孫

土
師
宿
禰
。
秋
篠
朝
臣
同
祖
。
天
穂
日
命
十
四
世
孫
、
野
見
宿
禰
之
後
也
。

土
師
連
。
同
レ
上
。

　

こ
の
よ
う
に
、
野
見
宿
禰
を
天
穂
日
命
十
四
世
孫
と
す
る
世
系
は
『
続
日
本
紀
』
や
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、『
菅
家
御
伝
記
』
と
一
致
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し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
お
い
て
可
美
乾
飯
根
命
は
天
穂
日
命
十
二
世
孫
（
前
掲
史
料
10
・
11
）、
野
見
宿
禰
は
天
穂
日
命
十
四
世
孫
と
さ
れ
て

お
り
（
史
料
13
・
14
）、
親
子
の
関
係
に
は
な
ら
な
い
。

⑵
Ｄ
②
（
当
麻
蹶
速
と
の
相
撲
）

　

Ｄ
②
は
野
見
宿
禰
と
当
麻
蹶
速
の
相
撲
に
ま
つ
わ
る
伝
承
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ⅰ　

垂
仁
期
に
野
見
宿
禰
を
喚め

し
、
当
麻
蹴
速
と
相
撲
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
野
見
宿
禰
は
蹶
速
を
踏
み
殺
し
た
。

ⅱ　

そ
の
た
め
蹶
速
の
地
を
奪
っ
て
与
え
た
。

ⅲ　

そ
れ
に
よ
っ
て
野
見
宿
禰
は
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ほ
ぼ
同
内
容
の
伝
承
が
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
。

　
︻
史
料
15
︼『
日
本
書
紀
』
垂
仁
七
年
七
月
乙
亥
（
七
日
）
条

左
右
奏
言
、
当
麻
邑
有
二
勇
悍
士
一
。
曰
二
当
麻
蹶
速
一
。
其
為
レ
人
也
、
強
力
以
能
毀
レ
角
申
レ
鈎
。
恒
語
二
衆
中
一
曰
、
於
二
四
方
一
求
之
、
豈
有
下
比
二
我

力
一
者
上
乎
。
何
遇
二
強
力
者
一
、
而
不
レ
期
二
死
生
一
、
頓
得
二
争
力
一
焉
。
天
皇
聞
之
、
詔
二
群
�
一
曰
、
朕
聞
、
当
麻
蹶
速
者
、
天
下
之
力
士
也
。
若
有
二

比
レ
此
人
一
耶
。
一
臣
進
言
、
臣
聞
、
出
雲
国
有
二
勇
士
一
。
曰
二
野
見
宿
禰
一
。
試
召
二
是
人
一
、
欲
レ
当
二
于
蹶
速
一
。
即
日
、
遣
二
倭
直
祖
長
尾
市
一
、
喚
二

野
見
宿
禰
一
。
於
レ
是
、
野
見
宿
禰
自
二
出
雲
一
至
。
則
当
麻
蹶
速
与
二
野
見
宿
禰
一
令
二
捔
力
一
。
二
人
相
対
立
。
各
挙
レ
足
相
蹶
。
則
蹶
二
折
当
麻
蹶
速
之

脇
骨
一
。
亦
蹈
二
折
其
腰
一
而
殺
之
。
故
奪
二
当
麻
蹶
速
之
地
一
、
悉
賜
二
野
見
宿
禰
一
。
是
以
其
邑
有
二
腰
折
田
一
之
縁
也
。
野
見
宿
禰
乃
留
仕
焉
。

　

字
句
の
一
致
か
ら
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
当
該
箇
所
が
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
七
年
七
月
乙
亥
条
を
出
典
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
両
者
を

比
較
す
る
と
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
Ｄ
②
部
分
は
、『
日
本
書
紀
』
の
出
典
記
事
の
語
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用
し
つ
つ
、
文
意
が
変
わ
ら
な
い
程
度
で
大
幅
に
省

略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
省
略
の
方
法
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
は
、
土
師
氏
の
始
祖
で
あ
る
野
見
宿
禰
が
「
腰

折
田
」
を
賜
っ
た
由
来
を
説
明
す
る
こ
と
に
力
点
が
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
、
そ
れ
が
語
ら
れ
た
「
現
在
」
に
、
お
そ
ら
く
土
師
氏
が
「
腰
折
田
」
を
領
有
し
て
お

り
、
そ
の
正
当
性
を
担
保
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
、『
菅
家
御
伝
記
』
に
お
い
て
は
、「
腰
折
田
」
の
説
明
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。『
菅
家
御
伝
記
』
に
よ
る
と
、
土
部
氏
は
「
地
名
」
に
も
と
づ
い
て

菅
原
に
改
姓
す
る
こ
と
に
な
る
が
（
Ｇ
部
分
）、
Ｄ
②
部
分
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
野
見
宿
禰
が
垂
仁
の
も
と
に
喚
さ
れ
た
（
出
雲
国
か
ら
大
和
国
に
来
た
）
経
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緯
を
説
く
こ
と
に
眼
目
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
野
見
宿
禰
と
当
麻
蹶
速
の
相
撲
を
記
し
た
ほ
ぼ
同
内
容
の
伝
承
で
あ
る
が
、『
菅
家
御
伝
記
』と『
日

本
書
紀
』
で
は
強
調
し
た
い
点
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（（
（

。

　

ち
な
み
に
、
垂
仁
天
皇
の
こ
と
を
「
纏
向
珠
城
宮
御
宇
天
皇
」
と
記
す
点
は
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
条
（
前
掲
史
料
12
）
に
み
え
る
菅
原
へ
の
改

姓
記
事
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
天
皇
を
〈
宮
号
＋
御
宇
天
皇
〉
と
表
記
す
る
方
法
は
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
全
体
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、『
続
日
本
紀
』

を
参
照
し
た
た
め
と
い
う
よ
り
も
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
編
纂
方
針
に
よ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶
Ｄ
③
（
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
）

　

Ｄ
③
は
、
垂
仁
の
皇
后
で
あ
る
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
に
お
け
る
野
見
宿
禰
の
功
績
を
記
し
た
内
容
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ⅰ　

皇
后
の
日
葉
酢
媛
が
薨
じ
た
が
、
当
時
は
「
古
風
」
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
喪
葬
に
節
が
な
か
っ
た
。

ⅱ　

天
皇
は
そ
れ
を
悲
し
み
、
詔
し
て
こ
れ
を
止
め
る
べ
き
か
ど
う
か
問
う
た
。

ⅲ　

野
見
宿
禰
は
君
王
の
陵
墓
に
生
き
た
人
を
埋
め
立
て
る
の
は
良
く
な
い
こ
と
で
あ
り
、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
出
雲
の
土
部
ら
を
喚
し
、

人
の
形
を
作
っ
て
生
き
た
人
の
代
わ
り
に
陵
墓
に
た
て
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
願
い
出
た
。

ⅳ　

天
皇
は
大
い
に
喜
ん
で
、
野
見
宿
禰
の
提
案
が
自
分
の
心
に
か
な
っ
て
い
る
と
し
、
土
物
を
日
葉
酢
媛
命
狭
城
墓
に
立
て
た
。
こ
れ
を
埴
輪
と
い
う
。

ⅴ　

そ
れ
に
よ
り
、
陵
墓
に
は
必
ず
土
物
を
た
て
て
人
を
傷
つ
け
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。

ⅵ　

天
皇
は
野
見
宿
禰
の
功
績
を
ほ
め
、
ま
た
鍛
地
を
賜
っ
た
。
そ
し
て
土
部
職
に
任
じ
、
本
の
氏
を
改
め
て
土
部
臣
と
い
っ
た
。

　

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
伝
承
が
、『
日
本
書
紀
』
お
よ
び
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
。

　
︻
史
料
16
︼『
日
本
書
紀
』
垂
仁
三
十
二
年
七
月
己
卯
（
六
日
）
条

皇
后
日
葉
酢
媛
命
〈
一
云
、
日
葉
酢
根
命
也
。〉
薨
。
臨
レ
葬
有
レ
日
焉
。
天
皇
詔
二
群
�
一
曰
、
従
レ
死
之
道
、
前
知
二
不
可
一
。
今
此
行
之
葬
奈
之
為
何
。

於
レ
是
、
野
見
宿
禰
進
曰
、
夫
君
王
陵
墓
、
埋
二
立
生
人
一
、
是
不
レ
良
也
。
豈
得
レ
伝
二
後
葉
一
乎
。
願
今
将
議
二
便
事
一
而
奏
之
。
則
遣
二
使
者
一
、
喚
二
上

出
雲
国
之
土
部
壹
佰
人
一
、
自
領
二
土
部
等
一
、
取
レ
埴
以
造
二
作
人
馬
及
種
々
物
形
一
、
献
二
于
天
皇
一
曰
、
自
レ
今
以
後
、
以
二
是
土
物
一
、
更
二
易
生
人
一
、

樹
二
於
陵
墓
一
、
為
二
後
葉
之
法
則
一
。
天
皇
、
於
レ
是
、
大
喜
之
、
詔
二
野
見
宿
禰
一
曰
、
汝
之
便
議
、
寔
洽
二
朕
心
一
。
則
其
土
物
、
始
立
二
于
日
葉
酢
媛

命
之
墓
一
。
仍
号
二
是
土
物
一
謂
二
埴
輪
一
。
亦
名
立
物
也
。
仍
下
レ
令
曰
、
自
レ
今
以
後
、
陵
墓
必
樹
二
是
土
物
一
、
無
二
傷
人
一
焉
。
天
皇
厚
賞
二
野
見
宿
禰
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之
功
一
、
亦
賜
二
鍛
地
一
。
即
任
二
土
部
職
一
。
因
改
二
本
姓
一
謂
二
土
部
臣
一
。
是
土
部
連
等
主
二
天
皇
喪
葬
一
之
縁
也
。
所
謂
野
見
宿
禰
、
是
土
部
連
等
之
始

祖
也
。

　
︻
史
料
12
︼『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
条
（
再
掲
）

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長
等
一
十
五
人
言
、
土
師
之
先
出
レ
自
二
天
穂
日
命
一
。
其
十
四
世
孫
、
名
曰
二
野
見
宿

禰
一
。
昔
者
、
纒
向
珠
城
宮
御
宇
垂
仁
天
皇
世
、
古
風
尚
存
、
葬
礼
無
レ
節
。
毎
レ
有
二
凶
事
一
、
例
多
殉
埋
。
于
時
皇
后
薨
、
梓
宮
在
レ
庭
。
帝
顧
二
問
群

臣
一
曰
、
後
宮
葬
礼
、
為
レ
之
奈
何
。
群
臣
対
曰
、
一
遵
二
倭
彦
王
子
故
事
一
。
時
臣
等
遠
祖
野
見
宿
禰
進
奏
曰
、
如
二
臣
愚
意
一
、
殉
埋
之
礼
殊
乖
二
仁
政
一
。

非
二
益
レ
国
利
レ
人
之
道
一
。
仍
率
二
土
部
三
百
余
人
一
、
自
領
取
レ
埴
造
二
諸
物
象
一
進
之
。
帝
覧
甚
悦
、
以
代
二
殉
人
一
。
号
曰
二
埴
輪
一
。
所
謂
立
物
是
也
。

此
即
往
帝
之
仁
徳
、
先
臣
之
遺
愛
、
垂
二
裕
後
昆
一
、
生
民
頼
矣
。
式
観
二
祖
業
一
、
吉
凶
相
半
、
若
其
諱
辰
掌
レ
凶
、
祭
日
預
レ
吉
。
如
レ
此
供
奉
、
允
合
二

通
途
一
。
今
則
不
レ
然
。
専
預
二
凶
儀
一
。
尋
二
念
祖
業
一
、
意
不
レ
在
レ
茲
。
望
請
、
因
二
居
地
名
一
、
改
二
土
師
一
以
為
二
菅
原
姓
一
。
勅
、
依
レ
請
許
レ
之
。

　

右
に
掲
げ
た
野
見
宿
禰
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
伝
承
の
う
ち
、史
料
12
に
お
け
る
説
話
は
、史
料
16
を
も
と
に
し
て
再
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
菅
家
御
伝
記
』

の
当
該
箇
所
は
、
字
句
の
一
致
か
ら
基
本
的
に
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
三
十
二
年
七
月
己
卯
条
を
も
と
に
撰
述
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
古
風

尚
存
、喪
葬
無
節
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
『
続
日
本
紀
』
を
典
拠
と
す
る
と
み
ら
れ
る
（『
菅
家
御
伝
記
』
に
「
喪
葬
」
と
あ
る
箇
所
が
『
続
日
本
紀
』
で
は
「
葬

礼
」
と
な
っ
て
お
り
細
部
に
違
い
も
あ
る
）。

　

さ
て
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
当
該
箇
所
と
『
日
本
書
紀
』
の
対
応
記
事
を
比
較
す
る
と
、『
菅
家
御
伝
記
』
は
原
則
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
の
語
句
を
利
用
し
つ

つ
も
、
大
意
が
変
わ
ら
な
い
程
度
に
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
野
見
宿
禰
が
「
便
事
を
議は

か

り
て
奏
」
す
こ
と
を

願
い
出
た
う
え
で
、
使
者
を
派
遣
し
、
出
雲
国
の
土
部
を
喚
し
上
げ
て
埴
輪
を
作
り
、
そ
れ
を
献
じ
て
生
人
に
か
え
て
陵
墓
に
た
て
、
そ
れ
を
「
後
葉
之
法
則
」

と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
菅
家
御
伝
記
』
は
、
出
雲
の
土
部
を
喚
し
上
げ
て
埴
輪
を
作
り
、
生
人
に
か
え
て
陵
墓
に
た
て
、
そ
れ

を
「
後
葉
之
法
則
」
と
す
る
と
い
う
一
連
の
行
為
を
願
い
出
た
と
読
め
る
。
ま
た
、『
菅
家
御
伝
記
』
で
は
野
見
宿
禰
が
馬
や
種
々
の
形
の
埴
輪
を
作
っ
た
こ
と

が
省
略
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
土
部
の
人
数
も
省
略
さ
れ
て
い
る
。
土
部
の
人
数
に
つ
い
て
『
日
本
書
紀
』
で
は
百
人
、『
続
日
本
紀
』（
お
よ
び
『
類
聚
三
代
格
』

巻
十
二
・
十
七
、
延
暦
十
六
年
〈
七
九
七
〉
太
政
官
符
）
で
は
三
百
人
と
す
る
。
原
資
料
の
間
で
異
同
が
あ
る
う
え
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
文
脈
上
、
土
部
の
人

数
は
さ
ほ
ど
重
要
で
な
か
っ
た
た
め
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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『
菅
家
御
伝
記
』
に
お
け
る
出
典
記
事
の
省
略
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
が
有
す
る
性
格
の
違
い
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、『
日
本

書
紀
』
の
記
事
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
土
部
連
ら
、
天
皇
の
喪
葬
を
主
つ
か
さ
どる
縁
な
り
」
と
の
一
文
が
『
菅
家
御
伝
記
』
に
お
い
て
省
略
さ
れ
て
お
り
、
本
氏
を
土
部

臣
と
改
め
た
と
い
う
一
文
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
野
見
宿
禰
の
伝
承
は
、
伝
承
が
語
ら
れ
た
り
（
七
世
紀
半
ば
頃
と
み
ら

れ
る
）、『
日
本
書
紀
』
が
編
纂
さ
れ
た
り
し
た
「
現
在
」
に
お
け
る
土
師
氏
の
政
治
的
地
位
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
眼
目
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
（（
（

。
そ
れ
に
対

し
て
『
菅
家
御
伝
記
』
は
、土
師
氏
が
「
天
皇
の
喪
葬
を
主
」
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
よ
り
も
、む
し
ろ
野
見
宿
禰
が
「
土
部
臣
」
と
な
っ
た
経
緯
に
関
心
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

⑷
Ｄ
④
（
垂
仁
天
皇
の
喪
葬
）

　

Ｄ
④
は
、
垂
仁
天
皇
の
喪
葬
に
お
け
る
野
見
宿
禰
の
功
績
な
ど
を
記
し
た
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
概
略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ⅰ　

日
葉
酢
媛
の
喪
葬
の
後
、
垂
仁
が
崩
じ
、
菅
原
伏
見
山
陵
に
葬
っ
た
。

ⅱ　

土
部
臣
野
見
宿
禰
が
喪
葬
の
事
を
主
っ
た
。

ⅲ　

皇
太
子
（
景
行
天
皇
）
が
詔
し
て
陵
戸
に
充
て

（
（（
（

、
山
陵
を
守
ら
せ
た
。
そ
れ
以
来
、
土
部
氏
は
万
葉
に
菅
原
伏
見
邑
に
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

右
の
よ
う
な
所
伝
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
出
典
の
う
ち
、
現
存
す
る
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
新
撰
姓
氏
録
』（
現
行
本
）
に

は
み
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
氏
族
志
抄
」
か
「
菅
原
本
系
帳
」、
あ
る
い
は
完
本
の
『
新
撰
姓
氏
録
』
が
出
典
の
候
補
と
な
ろ
う
。

　

な
お
『
菅
家
御
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、
後
に
土
部
氏
は
地
名
に
も
と
づ
い
て
菅
原
に
改
姓
す
る
こ
と
に
な
る
が
（
Ｇ
部
分
）、
Ｄ
④
部
分
は
、
そ
の
前
提
と
し
て

土
部
氏
が
菅
原
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
説
明
す
る
点
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

⑤
Ｅ
部
分
（
土
部
連
身
臣
）

　

Ｅ
部
分
の
内
容
は
、
土
部
臣
野
見
宿
禰
の
三
世
孫
で
あ
る
身
臣
が
仁
徳
天
皇
の
時
代
に
土
部
臣
を
改
め
て
土
部
連
姓
を
賜
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
菅
家

御
伝
記
』
第
一
部
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
出
典
の
う
ち
、
現
存
す
る
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
新
撰
姓
氏
録
』（
現
行
本
）
に
は
み
え
な
い
。

⑥
Ｆ
部
分
（
土
部
宿
禰
甥
）

　

Ｆ
部
分
は
、
土
部
連
身
臣
七
世
孫
で
あ
る
大
唐
学
生
の
甥
が
、
天
武
天
皇
の
時
代
に
八
色
姓
が
制
定
さ
れ
た
際
、
土
部
連
を
改
め
姓
を
賜
り
、
土
部
宿
禰
と
い
っ

た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
す
る
記
事
が
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
。
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︻
史
料
17
︼『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
（
六
八
四
）
十
二
月
癸
未
（
六
日
）
条

大
唐
学
生
土
師
宿
禰
甥
・
白
猪
史
宝
然
、
及
百
済
役
時
没
二
大
唐
一
者
猪
使
連
子
首
・
筑
紫
三
宅
連
得
許
、
伝
二
新
羅
一
至
。
則
新
羅
遣
二
大
奈
末
金
物
儒
一
、

送
二
甥
等
於
筑
紫
一
。

　
︻
史
料
18
︼『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
（
六
八
四
）
十
二
月
己
卯
（
二
日
）
条

大
伴
連
・
佐
伯
連
・
阿
曇
連
・
忌
部
連
・
尾
張
連
・
倉
連
・
中
臣
酒
人
連
・
土
師
連
・
掃
部
連
・
境
部
連
・
桜
井
田
部
連
・
伊
福
部
連
・
巫
部
連
・
忍
壁
連
・

草
壁
連
・
三
宅
連
・
児
部
連
・
手
繦
連
・
丹
比
連
・
靭
丹
比
連
・
漆
部
連
・
大
湯
人
連
・
若
湯
人
連
・
弓
削
連
・
神
服
部
連
・
額
田
部
連
・
津
守
連
・
県
犬

養
連
・
稚
犬
養
連
・
玉
祖
連
・
新
田
部
連
・
倭
文
連
・〈
倭
文
、
此
云
二
之
頭
於
利
一
。〉
氷
連
・
凡
海
連
・
山
部
連
・
矢
集
連
・
狭
井
連
・
爪
工
連
・
阿
刀
連
・

茨
田
連
・
田
目
連
・
小
子
部
連
・
菟
道
連
・
猪
使
連
・
海
犬
養
連
・
間
人
連
・
舂
米
連
・
美
濃
連
・
諸
会
臣
・
布
留
連
、
五
十
氏
賜
レ
姓
曰
二
宿
禰
一
。

　

史
料
17
は
天
武
十
三
年
に
土
師
宿
禰
甥
・
白
猪
史
宝
然
ら
が
新
羅
経
由
で
帰
国
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
甥
が
大
唐
学
生
と
し
て
渡
唐
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
史
料
18
は
八
色
の
姓
を
制
定
し
た
際
、
大
伴
連
ら
計
五
十
氏
に
宿
禰
を
賜
姓
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
土
師
連
が
み
え
る
。
こ
の
よ
う

に
甥
が
大
唐
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
、
天
武
期
に
土
師
氏
が
宿
禰
を
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
は
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
Ｆ
部
分

に
直
接
引
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｆ
部
分
を
撰
述
す
る
際
、『
日
本
書
紀
』
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
当
然
あ
る
が
、現
存
し
な
い
「
氏
族
志
抄
」
や
「
菅

原
本
系
帳
」
あ
る
い
は
完
本
の
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
、
甥
に
対
す
る
宿
禰
賜
姓
記
事
が
あ
り
、
そ
ち
ら
が
直
接
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
甥
が
身
臣
の
七
世
孫
で
あ
る
こ
と
は
現
存
す
る
史
料
に
み
え
な
い
。

⑦
Ｇ
部
分
（
菅
原
宿
禰
古
人
）

　

Ｇ
部
分
の
内
容
は
、
土
部
宿
禰
甥
の
四
世
孫
で
あ
る
遠
江
介
従
五
位
下
古
人
が
天
応
元
年
に
状
を
た
て
ま
つ
り
、
地
名
に
よ
っ
て
菅
原
に
改
姓
す
る
こ
と
を
願

い
出
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
事
が
、『
続
日
本
紀
』
に
あ
る
。

　
︻
史
料
12
︼『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
（
二
十
五
日
）
条
（
再
掲
）

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長
等
一
十
五
人
言
、（
中
略
）
望
請
、
因
二
居
地
名
一
、
改
二
土
師
一
以
為
二
菅
原
姓
一
。
勅
、

依
レ
請
許
レ
之
。

　
『
続
日
本
紀
』
の
「
土
師
」「
居
地
名
」
が
そ
れ
ぞ
れ
『
菅
家
御
伝
記
』
で
は
「
土
部
」「
地
名
」
と
な
っ
て
お
り
、「
依
請
」
が
『
菅
家
御
伝
記
』
に
は
な
い
と
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い
っ
た
些
細
な
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
大
半
の
字
句
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
史
料
12
の
末
尾
部
分
を
引
用
し
て
『
菅
家
御
伝
記
』
の
文
章
が
作
成

さ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。
ま
た
、「
光
仁
天
皇
天
応
元
年
」
の
表
現
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
下
に
収
め
ら
れ
た
土
師
宿
禰
氏
の
系
譜
（
前
掲
史
料
10
）

に
み
え
る
。
な
お
、
古
人
が
甥
の
四
世
孫
で
あ
る
こ
と
は
現
存
す
る
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
新
撰
姓
氏
録
』（
現
行
本
）
に
は
み
え
な
い
。

⑧
Ｈ
部
分
（
菅
原
朝
臣
道
長
）

　

Ｈ
部
分
の
内
容
は
、
菅
原
宿
禰
古
人
の
長
男
で
あ
る
外
従
五
位
下
道
長
が
桓
武
天
皇
の
延
暦
九
年
（
七
九
〇
）
に
菅
原
宿
禰
を
改
め
て
菅
原
朝
臣
と
な
っ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
す
る
記
事
が
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
る
。

　
︻
史
料
19
︼『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
十
二
月
辛
酉
（
三
十
日
）
条

勅
、
外
従
五
位
下
菅
原
宿
禰
道
長
・
秋
篠
宿
禰
安
人
等
並
賜
二
姓
朝
臣
一
。
又
正
六
位
上
土
師
宿
禰
諸
士
等
賜
二
姓
大
枝
朝
臣
一
。
其
土
師
氏
、
惣
有
二
四
腹
一
。

中
宮
母
家
者
、
是
毛
受
腹
也
。
故
毛
受
腹
者
、
賜
二
大
枝
朝
臣
一
。
自
余
三
腹
者
、
或
従
二
秋
篠
朝
臣
一
、
或
従
二
菅
原
朝
臣
一
矣
。

　

右
は
延
暦
九
年
に
菅
原
宿
禰
道
長
・
秋
篠
宿
禰
安
人
ら
に
朝
臣
を
賜
姓
し
、
土
師
宿
禰
諸
士
な
ど
、「
中
宮
母
家
」
に
連
な
る
「
毛
受
腹
」
の
土
師
氏
に
大
枝

朝
臣
を
賜
姓
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
菅
原
氏
の
人
物
と
し
て
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
の
は
道
長
だ
け
で
あ
る
が
、「
毛
受
腹
」
以
外
の
「
三
腹
」
は
秋
篠
朝

臣
や
菅
原
朝
臣
と
な
っ
た
と
あ
る
よ
う
に
、菅
原
朝
臣
と
な
っ
た
の
は
道
長
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
後
に
道
真
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
菅
原
朝
臣
と
い
う
氏
は
、

こ
の
時
に
朝
臣
を
賜
姓
さ
れ
て
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
道
長
を
古
人
の
長
男
と
す
る
『
菅
家
御
伝
記
』
当
該
部
分
の
記
述
に
は
疑
問
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
道
長
は
道
真
の
直
接
の
先
祖
に
は
あ
た
ら
な
い

（
（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
時
に
菅
原
氏
に
朝
臣
が
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
だ
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
道
長
は
朝
臣

賜
姓
時
に
お
け
る
菅
原
氏
の
代
表
と
し
て
『
菅
家
御
伝
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
菅
原
氏
全
体
へ
の
朝
臣
賜
姓
を
道
長
に
代
表
さ

せ
て
記
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、『
続
日
本
紀
』
と
『
菅
家
御
伝
記
』
は
一
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
ど
ち
ら
も
道
長
の
位
階
を
外
従
五
位
下
と
し
て

お
り
、
異
同
は
な
い
。

　

た
だ
し
、『
続
日
本
紀
』
の
字
句
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
Ｈ
部
分
が
撰
述
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
Ｈ
部
分
を
撰
述
す
る
際
に
『
続
日
本
紀
』
の
対
応
記
事
（
史

料
19
）
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
別
の
原
資
料
か
ら
直
接
引
用
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、「
菅
原
本
系
帳
」
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
道
長
を
古
人
の
長
男
と
す
る
記
述
は
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
な
い
。

⑨
全
体
を
通
し
て
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︻
表
︼『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
出
典
対
照
表

『
菅
家
御
伝
記
』

出
典

Ａ
部
分
（
天
穂
日
命
・
天
夷
鳥
命
）

昔
在
神
代
天
照
太
神
之
子
天
穂
日
命
、
帥
其
子
天
夷
鳥
命
、〈
亦
曰
武
日
照
命
。〉
天
降

于
出
雲
国
矣
。
従
天
将
来
神
宝
、
蔵
于
杵
築
神
宮
焉
。

○
『
日
本
書
紀
』
崇
神
六
十
年
七
月
己
酉
条

詔
群
臣
曰
、
武
日
照
命
〈
一
云
、
武
夷
鳥
。
又
云
、
天
夷
鳥
。〉
従
天
将
来
神
宝
、
蔵
于

出
雲
大
神
宮
。
是
欲
見
焉
…
…

△
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
中
、
天
孫

出
雲
宿
禰
。
天
穂
日
命
子
、
天
夷
鳥
命
之
後
也
。

Ｂ
部
分
（
鸕
濡
渟
命
）

天
夷
鳥
命
十
二
世
孫
鸕
濡
渟
命
、〈
飯
入
根
命
子
。〉
磯
城
瑞
籬
宮
御
宇
〈
崇
神
〉
天
皇

御
世
、
勅
定
出
雲
国
造
。

Ｃ
部
分
（
甘
美
乾
飯
根
命
）

鸕
濡
渟
命
弟
曰
甘
美
乾
飯
根
命
。

Ｄ
部
分
（
野
見
宿
禰
）

Ｄ
①
（
野
見
宿
禰
の
世
系
）

甘
美
乾
飯
根
命
子
曰
野
見
宿
禰
。

△
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
条

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長
等
一
十
五
人
言
、

土
師
之
先
出
自
天
穂
日
命
。
其
十
四
世
孫
、
名
曰
野
見
宿
禰
…
…

△
『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
、
天
孫

土
師
宿
禰
。
天
穂
日
命
十
四
世
孫
、
野
見
宿
禰
之
後
也
。

△
『
新
撰
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別
、
天
孫

土
師
宿
禰
。
秋
篠
朝
臣
同
祖
。
天
穂
日
命
十
四
世
孫
、
野
見
宿
禰
之
後
也
。

土
師
連
。
同
上
。

Ｄ
②
（
当
麻
蹶
速
と
の
相
撲
）

纏
向
珠
城
宮
御
宇
〈
垂
仁
〉
天
皇
御
世
、
喚
野
見
宿
禰
、
与
当
麻
蹶
速
令
捔
力
。
二
人

相
対
立
、
各
挙
足
相
蹶
。
則
野
見
宿
禰
蹈
殺
蹶
速
。
故
奪
蹶
速
之
地
、
悉
賜
之
。
仍
留

任
焉
。

○
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
七
年
七
月
乙
亥
条

…
…
即
日
、
遣
倭
直
祖
長
尾
市
、
喚
野
見
宿
禰
。
於
是
、
野
見
宿
禰
自
出
雲
至
。
則
当

麻
蹶
速
与
野
見
宿
禰
令
捔
力
。二
人
相
対
立
。各
挙
足
相
蹶
。則
蹶
折
当
麻
蹶
速
之
脇
骨
。

亦
蹈
折
其
腰
而
殺
之
。
故
奪
当
麻
蹶
速
之
地
、
悉
賜
野
見
宿
禰
。
是
以
其
邑
有
腰
折
田

之
縁
也
。
野
見
宿
禰
乃
留
仕
焉
。

Ｄ
③
（
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
）

於
是
皇
后
日
葉
酢
媛
薨
。
是
時
古
風
尚
存
、
喪
葬
無
節
。
天
皇
神
襟
有
悲
傷
。
詔
曰
、

止
殉
奈
之
為
何
。
野
見
宿
禰
奏
曰
、夫
君
王
陵
墓
、埋
立
生
人
、是
不
良
也
。
豈
得
伝
〈
伝

字
脱
依
日
本
紀
補
之
〉
後
葉
乎
。
願
喚
上
出
雲
土
部
人
等
、
取
埴
以
造
作
人
形
、
以
是

土
物
、
更
易
生
人
、
樹
於
陵
墓
、
為
後
葉
之
法
則
。
天
皇
大
喜
之
曰
、
汝
便
儀
寔
洽
朕
心
。

則
其
土
物
、
始
立
于
日
葉
酢
媛
命
狭
城
墓
。〈
今
狭
城
盾
列
池
前
陵
是
也
。〉
是
以
土
物

謂
埴
輪
。
仍
下
令
曰
、
自
今
以
後
、
陵
墓
必
樹
是
土
物
、
無
傷
人
為
。
天
皇
厚
賞
野
見

宿
禰
之
功
、
亦
賜
鍛
地
。
即
任
土
部
職
。
因
改
本
氏
謂
土
部
臣
。

○
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
三
十
二
年
七
月
己
卯
条

皇
后
日
葉
酢
媛
命
〈
一
云
、
日
葉
酢
根
命
也
。〉
薨
。
臨
葬
有
日
焉
。
天
皇
詔
群
�
曰
、

従
死
之
道
、
前
知
不
可
。
今
此
行
之
葬
奈
之
為
何
。
於
是
、
野
見
宿
禰
進
曰
、
夫
君
王

陵
墓
、埋
立
生
人
、是
不
良
也
。
豈
得
伝
後
葉
乎
。
願
今
将
議
便
事
而
奏
之
。
則
遣
使
者
、

喚
上
出
雲
国
之
土
部
壹
佰
人
、
自
領
土
部
等
、
取
埴
以
造
作
人
馬
及
種
々
物
形
、
献
于

天
皇
曰
、
自
今
以
後
、
以
是
土
物
、
更
易
生
人
、
樹
於
陵
墓
、
為
後
葉
之
法
則
。
天
皇
、

於
是
、
大
喜
之
、
詔
野
見
宿
禰
曰
、
汝
之
便
議
寔
洽
朕
心
。
則
其
土
物
、
始
立
于
日
葉

酢
媛
命
之
墓
。
仍
号
是
土
物
謂
埴
輪
。
亦
名
立
物
也
。
仍
下
令
曰
、
自
今
以
後
、
陵
墓

必
樹
是
土
物
、
無
傷
人
焉
。
天
皇
厚
賞
野
見
宿
禰
之
功
、
亦
賜
鍛
地
。
即
任
土
部
職
。

因
改
本
姓
謂
土
部
臣
。
是
土
部
連
等
主
天
皇
喪
葬
之
縁
也
。
所
謂
野
見
宿
禰
、
是
土
部

連
等
之
始
祖
也
。

○
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
条

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長
等
一
十
五
人
言
、

土
師
之
先
出
自
天
穂
日
命
。
其
十
四
世
孫
、
名
曰
野
見
宿
禰
。
昔
者
、
纒
向
珠
城
宮
御

宇
垂
仁
天
皇
世
、
古
風
尚
存
、
葬
礼
無
節
。
毎
有
凶
事
、
例
多
殉
埋
。
于
時
皇
后
薨
、

梓
宮
在
庭
。
帝
顧
問
群
臣
曰
、
後
宮
葬
礼
、
為
之
奈
何
。
群
臣
対
曰
、
一
遵
倭
彦
王
子

故
事
。
時
臣
等
遠
祖
野
見
宿
禰
進
奏
曰
…
…

Ｄ
④
（
垂
仁
天
皇
の
喪
葬
）

其
後
天
皇
崩
于
珠
城
宮
。
葬
菅
原
伏
見
山
陵
。〈
今
菅
原
御
立
野
中
陵
是
也
。〉
土
部
臣

野
見
宿
禰
主
喪
葬
之
事
。
皇
太
子
〈
景
行
天
皇
〉
詔
充
陵
戸
、
兼
守
山
也
。
爾
来
土
部

氏
萬
葉
居
菅
原
伏
見
邑
。

Ｅ
部
分
（
土
部
連
身
臣
）

土
部
臣
野
見
宿
禰
三
世
孫
身
臣
、
難
波
高
津
宮
御
宇
〈
仁
徳
〉
天
皇
御
世
、
改
土
部
臣

賜
土
部
連
姓
。

Ｆ
部
分
（
土
部
宿
禰
甥
）

土
部
連
身
臣
七
世
孫
、
大
唐
学
生
甥
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
御
宇
〈
天
武
〉
天
皇
、
天
下
萬

姓
改
定
八
等
之
日
、
改
土
部
連
、
賜
姓
曰
土
部
宿
禰
。

△
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
癸
未
条

大
唐
学
生
土
師
宿
禰
甥
・
白
猪
史
宝
然
、
及
百
済
役
時
没
大
唐
者
猪
使
連
子
首
・
筑
紫

三
宅
連
得
許
、
伝
新
羅
至
。
則
新
羅
遣
大
奈
末
金
物
儒
、
送
甥
等
於
筑
紫
。

△
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
己
卯
条

大
伴
連
…
…
土
師
連
…
…
五
十
氏
賜
姓
曰
宿
禰
。

Ｇ
部
分
（
菅
原
宿
禰
古
人
）

土
部
宿
禰
甥
四
世
孫
遠
江
介
従
五
位
下
古
人
、
平
城
宮
御
宇
〈
光
仁
〉
天
皇
天
応
元
年

六
月
上
状
、
望
請
因
地
名
改
土
部
以
為
菅
原
姓
。
勅
許
之
。

○
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
条

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長
等
一
十
五
人
言

…
…
望
請
、
因
居
地
名
、
改
土
師
以
為
菅
原
姓
。
勅
、
依
請
許
之
。

Ｈ
部
分
（
菅
原
朝
臣
道
長
）

菅
原
宿
禰
古
人
長
男
外
従
五
位
下
道
長
、長
岡
宮
御
宇
〈
桓
武
〉
天
皇
延
暦
九
歳
十
二
月
、

改
菅
原
宿
禰
賜
姓
曰
菅
原
朝
臣
。

△
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
十
二
月
辛
酉
条

勅
、
外
従
五
位
下
菅
原
宿
禰
道
長
・
秋
篠
宿
禰
安
人
等
並
賜
姓
朝
臣
。
又
正
六
位
上
土

師
宿
禰
諸
士
等
賜
姓
大
枝
朝
臣
。
其
土
師
氏
、惣
有
四
腹
。
中
宮
母
家
者
、是
毛
受
腹
也
。

故
毛
受
腹
者
、
賜
大
枝
朝
臣
。
自
余
三
腹
者
、
或
従
秋
篠
朝
臣
、
或
従
菅
原
朝
臣
矣
。

︻
凡
例
︼

出
典
の
史
料
名
に
付
し
た
○
は
直
接
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
、
△
は
直
接
の
引
用
は
認
め
ら
れ
な
い
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
示
す

出
典
の
傍
線
は
『
菅
家
御
伝
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
字
、
二
重
傍
線
は
『
菅
家
御
伝
記
』
と
の
間
で
異
同
が
あ
る
文
字
を
示
す
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︻
表
︼『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
出
典
対
照
表

『
菅
家
御
伝
記
』

出
典

Ａ
部
分
（
天
穂
日
命
・
天
夷
鳥
命
）

昔
在
神
代
天
照
太
神
之
子
天
穂
日
命
、
帥
其
子
天
夷
鳥
命
、〈
亦
曰
武
日
照
命
。〉
天
降

于
出
雲
国
矣
。
従
天
将
来
神
宝
、
蔵
于
杵
築
神
宮
焉
。

○
『
日
本
書
紀
』
崇
神
六
十
年
七
月
己
酉
条

詔
群
臣
曰
、
武
日
照
命
〈
一
云
、
武
夷
鳥
。
又
云
、
天
夷
鳥
。〉
従
天
将
来
神
宝
、
蔵
于

出
雲
大
神
宮
。
是
欲
見
焉
…
…

△
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
中
、
天
孫

出
雲
宿
禰
。
天
穂
日
命
子
、
天
夷
鳥
命
之
後
也
。

Ｂ
部
分
（
鸕
濡
渟
命
）

天
夷
鳥
命
十
二
世
孫
鸕
濡
渟
命
、〈
飯
入
根
命
子
。〉
磯
城
瑞
籬
宮
御
宇
〈
崇
神
〉
天
皇

御
世
、
勅
定
出
雲
国
造
。

Ｃ
部
分
（
甘
美
乾
飯
根
命
）

鸕
濡
渟
命
弟
曰
甘
美
乾
飯
根
命
。

Ｄ
部
分
（
野
見
宿
禰
）

Ｄ
①
（
野
見
宿
禰
の
世
系
）

甘
美
乾
飯
根
命
子
曰
野
見
宿
禰
。

△
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
条

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長
等
一
十
五
人
言
、

土
師
之
先
出
自
天
穂
日
命
。
其
十
四
世
孫
、
名
曰
野
見
宿
禰
…
…

△
『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
、
天
孫

土
師
宿
禰
。
天
穂
日
命
十
四
世
孫
、
野
見
宿
禰
之
後
也
。

△
『
新
撰
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別
、
天
孫

土
師
宿
禰
。
秋
篠
朝
臣
同
祖
。
天
穂
日
命
十
四
世
孫
、
野
見
宿
禰
之
後
也
。

土
師
連
。
同
上
。

Ｄ
②
（
当
麻
蹶
速
と
の
相
撲
）

纏
向
珠
城
宮
御
宇
〈
垂
仁
〉
天
皇
御
世
、
喚
野
見
宿
禰
、
与
当
麻
蹶
速
令
捔
力
。
二
人

相
対
立
、
各
挙
足
相
蹶
。
則
野
見
宿
禰
蹈
殺
蹶
速
。
故
奪
蹶
速
之
地
、
悉
賜
之
。
仍
留

任
焉
。

○
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
七
年
七
月
乙
亥
条

…
…
即
日
、
遣
倭
直
祖
長
尾
市
、
喚
野
見
宿
禰
。
於
是
、
野
見
宿
禰
自
出
雲
至
。
則
当

麻
蹶
速
与
野
見
宿
禰
令
捔
力
。二
人
相
対
立
。各
挙
足
相
蹶
。則
蹶
折
当
麻
蹶
速
之
脇
骨
。

亦
蹈
折
其
腰
而
殺
之
。
故
奪
当
麻
蹶
速
之
地
、
悉
賜
野
見
宿
禰
。
是
以
其
邑
有
腰
折
田

之
縁
也
。
野
見
宿
禰
乃
留
仕
焉
。

Ｄ
③
（
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
）

於
是
皇
后
日
葉
酢
媛
薨
。
是
時
古
風
尚
存
、
喪
葬
無
節
。
天
皇
神
襟
有
悲
傷
。
詔
曰
、

止
殉
奈
之
為
何
。
野
見
宿
禰
奏
曰
、夫
君
王
陵
墓
、埋
立
生
人
、是
不
良
也
。
豈
得
伝
〈
伝

字
脱
依
日
本
紀
補
之
〉
後
葉
乎
。
願
喚
上
出
雲
土
部
人
等
、
取
埴
以
造
作
人
形
、
以
是

土
物
、
更
易
生
人
、
樹
於
陵
墓
、
為
後
葉
之
法
則
。
天
皇
大
喜
之
曰
、
汝
便
儀
寔
洽
朕
心
。

則
其
土
物
、
始
立
于
日
葉
酢
媛
命
狭
城
墓
。〈
今
狭
城
盾
列
池
前
陵
是
也
。〉
是
以
土
物

謂
埴
輪
。
仍
下
令
曰
、
自
今
以
後
、
陵
墓
必
樹
是
土
物
、
無
傷
人
為
。
天
皇
厚
賞
野
見

宿
禰
之
功
、
亦
賜
鍛
地
。
即
任
土
部
職
。
因
改
本
氏
謂
土
部
臣
。

○
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
三
十
二
年
七
月
己
卯
条

皇
后
日
葉
酢
媛
命
〈
一
云
、
日
葉
酢
根
命
也
。〉
薨
。
臨
葬
有
日
焉
。
天
皇
詔
群
�
曰
、

従
死
之
道
、
前
知
不
可
。
今
此
行
之
葬
奈
之
為
何
。
於
是
、
野
見
宿
禰
進
曰
、
夫
君
王

陵
墓
、埋
立
生
人
、是
不
良
也
。
豈
得
伝
後
葉
乎
。
願
今
将
議
便
事
而
奏
之
。
則
遣
使
者
、

喚
上
出
雲
国
之
土
部
壹
佰
人
、
自
領
土
部
等
、
取
埴
以
造
作
人
馬
及
種
々
物
形
、
献
于

天
皇
曰
、
自
今
以
後
、
以
是
土
物
、
更
易
生
人
、
樹
於
陵
墓
、
為
後
葉
之
法
則
。
天
皇
、

於
是
、
大
喜
之
、
詔
野
見
宿
禰
曰
、
汝
之
便
議
寔
洽
朕
心
。
則
其
土
物
、
始
立
于
日
葉

酢
媛
命
之
墓
。
仍
号
是
土
物
謂
埴
輪
。
亦
名
立
物
也
。
仍
下
令
曰
、
自
今
以
後
、
陵
墓

必
樹
是
土
物
、
無
傷
人
焉
。
天
皇
厚
賞
野
見
宿
禰
之
功
、
亦
賜
鍛
地
。
即
任
土
部
職
。

因
改
本
姓
謂
土
部
臣
。
是
土
部
連
等
主
天
皇
喪
葬
之
縁
也
。
所
謂
野
見
宿
禰
、
是
土
部

連
等
之
始
祖
也
。

○
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
条

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長
等
一
十
五
人
言
、

土
師
之
先
出
自
天
穂
日
命
。
其
十
四
世
孫
、
名
曰
野
見
宿
禰
。
昔
者
、
纒
向
珠
城
宮
御

宇
垂
仁
天
皇
世
、
古
風
尚
存
、
葬
礼
無
節
。
毎
有
凶
事
、
例
多
殉
埋
。
于
時
皇
后
薨
、

梓
宮
在
庭
。
帝
顧
問
群
臣
曰
、
後
宮
葬
礼
、
為
之
奈
何
。
群
臣
対
曰
、
一
遵
倭
彦
王
子

故
事
。
時
臣
等
遠
祖
野
見
宿
禰
進
奏
曰
…
…

Ｄ
④
（
垂
仁
天
皇
の
喪
葬
）

其
後
天
皇
崩
于
珠
城
宮
。
葬
菅
原
伏
見
山
陵
。〈
今
菅
原
御
立
野
中
陵
是
也
。〉
土
部
臣

野
見
宿
禰
主
喪
葬
之
事
。
皇
太
子
〈
景
行
天
皇
〉
詔
充
陵
戸
、
兼
守
山
也
。
爾
来
土
部

氏
萬
葉
居
菅
原
伏
見
邑
。

Ｅ
部
分
（
土
部
連
身
臣
）

土
部
臣
野
見
宿
禰
三
世
孫
身
臣
、
難
波
高
津
宮
御
宇
〈
仁
徳
〉
天
皇
御
世
、
改
土
部
臣

賜
土
部
連
姓
。

Ｆ
部
分
（
土
部
宿
禰
甥
）

土
部
連
身
臣
七
世
孫
、
大
唐
学
生
甥
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
御
宇
〈
天
武
〉
天
皇
、
天
下
萬

姓
改
定
八
等
之
日
、
改
土
部
連
、
賜
姓
曰
土
部
宿
禰
。

△
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
癸
未
条

大
唐
学
生
土
師
宿
禰
甥
・
白
猪
史
宝
然
、
及
百
済
役
時
没
大
唐
者
猪
使
連
子
首
・
筑
紫

三
宅
連
得
許
、
伝
新
羅
至
。
則
新
羅
遣
大
奈
末
金
物
儒
、
送
甥
等
於
筑
紫
。

△
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
己
卯
条

大
伴
連
…
…
土
師
連
…
…
五
十
氏
賜
姓
曰
宿
禰
。

Ｇ
部
分
（
菅
原
宿
禰
古
人
）

土
部
宿
禰
甥
四
世
孫
遠
江
介
従
五
位
下
古
人
、
平
城
宮
御
宇
〈
光
仁
〉
天
皇
天
応
元
年

六
月
上
状
、
望
請
因
地
名
改
土
部
以
為
菅
原
姓
。
勅
許
之
。

○
『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
六
月
壬
子
条

遠
江
介
従
五
位
下
土
師
宿
禰
古
人
・
散
位
外
従
五
位
下
土
師
宿
禰
道
長
等
一
十
五
人
言

…
…
望
請
、
因
居
地
名
、
改
土
師
以
為
菅
原
姓
。
勅
、
依
請
許
之
。

Ｈ
部
分
（
菅
原
朝
臣
道
長
）

菅
原
宿
禰
古
人
長
男
外
従
五
位
下
道
長
、長
岡
宮
御
宇
〈
桓
武
〉
天
皇
延
暦
九
歳
十
二
月
、

改
菅
原
宿
禰
賜
姓
曰
菅
原
朝
臣
。

△
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
十
二
月
辛
酉
条

勅
、
外
従
五
位
下
菅
原
宿
禰
道
長
・
秋
篠
宿
禰
安
人
等
並
賜
姓
朝
臣
。
又
正
六
位
上
土

師
宿
禰
諸
士
等
賜
姓
大
枝
朝
臣
。
其
土
師
氏
、惣
有
四
腹
。
中
宮
母
家
者
、是
毛
受
腹
也
。

故
毛
受
腹
者
、
賜
大
枝
朝
臣
。
自
余
三
腹
者
、
或
従
秋
篠
朝
臣
、
或
従
菅
原
朝
臣
矣
。

︻
凡
例
︼

出
典
の
史
料
名
に
付
し
た
○
は
直
接
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
、
△
は
直
接
の
引
用
は
認
め
ら
れ
な
い
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
示
す

出
典
の
傍
線
は
『
菅
家
御
伝
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
字
、
二
重
傍
線
は
『
菅
家
御
伝
記
』
と
の
間
で
異
同
が
あ
る
文
字
を
示
す
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こ
こ
ま
で
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
出
典
を
め
ぐ
っ
て
、
人
物
ご
と
に
分
け
て
検
討
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。『
菅
家
御
伝
記
』
の
記
述

と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
出
典
の
対
応
関
係
を
示
す
と
表
の
よ
う
に
な
る
。

　

次
に
、
出
典
に
関
し
て
第
一
部
全
体
に
通
じ
る
問
題
を
考
え
た
い
。
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
世
系
の
記
述
の
多
く
が
現
存
す
る
史
料
に
依
っ
て
い
な
い
と

み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
に
み
え
る
世
系
の
記
述
の
う
ち
、天
夷
鳥
命
が
天
穂
日
命
の
子
と
さ
れ
る
点
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
、

野
見
宿
禰
が
天
穂
日
命
十
四
世
孫
と
さ
れ
る
点
は
『
続
日
本
紀
』
や
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
み
え
る
が
、
鸕
濡
渟
命
か
ら
道
長
に
い
た
る
ま
で
、
前
の
人
物
か
ら
△

△
世
孫
と
す
る
記
述
は
現
存
す
る
史
料
に
み
え
な
い
。
こ
う
し
た
世
系
に
つ
い
て
は
「
氏
族
志
抄
」
あ
る
い
は
「
菅
原
本
系
帳
」
の
い
ず
れ
か
に
依
拠
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
土
師
氏
の
ウ
ヂ
ナ
が
「
土
師
」
で
は
な
く
「
土
部
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
筆
者
は
先
に
、
土
師
氏
の
ウ
ヂ
ナ
の
表
記

を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
八
世
紀
頃
ま
で
は
「
土
師
」
と
「
土
部
」
が
通
用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、『
日
本
書
紀
』

や
『
続
日
本
紀
』
で
は
原
則
と
し
て
「
土
師
」
に
統
一
さ
れ
、垂
仁
紀
な
ど
一
部
に
「
土
部
」
の
表
記
が
遺
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
（（
（

。
と
こ
ろ
が
『
日
本
書
紀
』

や
『
続
日
本
紀
』
と
は
反
対
に
、『
菅
家
御
伝
記
』
で
は
「
土
部
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。『
菅
家
御
伝
記
』
は
、
な
ぜ
土
師
氏
の
ウ
ヂ
ナ
の
表
記
を
「
土
部
」
で

統
一
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
を
考
え
る
う
え
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
に
ま
つ
わ
る
伝
承
（
史
料
16
）
に
お
い
て
「
土
部
」
の

表
記
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
土
師
氏
お
よ
び
菅
原
氏
に
と
っ
て
日
葉
酢
媛
の
喪
葬
は
、
先
祖
が
は
じ
め
て
賜
姓
さ
れ
た
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

日
葉
酢
媛
の
喪
葬
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
撰
述
に
利
用
さ
れ
た
出
典
の
う
ち
『
日
本
書
紀
』
と
『
続
日
本
紀
』
に
み
え
て
い
る
が
、

野
見
宿
禰
の
賜
姓
に
つ
い
て
記
す
の
は
前
者
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
陳
経
が
野
見
宿
禰
の
賜
姓
記
事
（
Ｄ
③
部
分
）
を
撰
述
す
る
際
は
、
必
然
的
に
『
日

本
書
紀
』
に
依
拠
す
る
こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
に
お
け
る
最
初
の
賜
姓
に
関
す
る
記
述
が
『
日
本
書
紀
』
に
依
拠

し
て
お
り
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
記
事
が
「
土
部
」
の
表
記
を
採
っ
て
い
た
た
め
、『
菅
家
御
伝
記
』
も
「
土
部
」
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

も
う
一
つ
留
意
さ
れ
る
の
は
、「
土
部
」
を
賜
与
さ
れ
た
野
見
宿
禰
の
子
孫
が
「
土
師
」
に
改
姓
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
な
い
こ
と
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
の
こ
と
か

ら
陳
経
は
、
菅
原
氏
の
先
祖
は
菅
原
に
改
姓
す
る
ま
で
「
土
部
」
姓
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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以
上
の
よ
う
に
、『
菅
家
御
伝
記
』
に
お
け
る
最
初
の
賜
姓
記
事
の
典
拠
と
な
っ
た
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
が
「
土
部
」
表
記
を
採
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
「
土

部
」
か
ら
「
土
師
」
に
改
め
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
陳
経
は
「
土
部
」
表
記
で
統
一
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
う
ち
、
菅
原
朝
臣
成
立
前
史
を
記
し
た
第
一
部
に
つ
い
て
、
出
典
と
な
る
史
料
と
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
の

結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
編
纂
姿
勢
が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

①
菅
原
氏
の
先
祖
に
つ
い
て
、
姓
の
変
化
（
Ｄ
③
・
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
）
や
居
住
地
の
変
化
（
Ｄ
②
・
Ｄ
④
）
な
ど
、
菅
原
氏
の
成
立
過
程
に
お
い
て
重
要
な
出
来
事
を

選
択
し
て
採
録
し
て
い
る
。

②
撰
述
に
あ
た
っ
て
は
、
出
典
の
語
句
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
つ
つ
、
大
意
が
変
わ
ら
な
い
程
度
に
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

③
『
日
本
書
紀
』
を
典
拠
と
す
る
所
伝
は
、
説
話
が
本
来
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
結
末
部
分
を
省
略
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
①
に
つ
い
て
は
、
道
真
の
先
祖
に
つ
い
て
、
系
譜
の
起
点
と
な
る
天
穂
日
命
か
ら
、
菅
原
朝
臣
と
い
う
氏
が
成
立
し
た
時
の
道
長
ま
で
、
菅
原
氏
の
起

こ
り
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
採
録
さ
れ
る
人
物
は
当
然
な
が
ら
取
捨
選
択
を

経
た
も
の
で
あ
り
、
道
真
の
先
祖
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
て
も
、
採
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
②
③
と
も
関
わ
っ
て
お
り
、
出
典
に
あ
る
記
事
か
ら
、
菅
原
氏
の
起
こ
り
を
説
明
す
る
の
に
必
要
な
部
分
が
取
捨
選
択
さ
れ
、
不
要
と
判
断
さ
れ

た
記
述
は
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
省
略
に
つ
い
て
は
野
見
宿
禰
に
つ
い
て
の
記
述
に
顕
著
で
あ
り
、
典
拠
と
な
っ
た
『
日
本
書
紀
』
の
説
話
で

は
、
当
麻
邑
に
腰
折
田
が
あ
る
こ
と
の
由
来
（
史
料
15
）
や
、
土
部
連
ら
が
天
皇
の
喪
葬
を
主
る
こ
と
に
な
っ
た
由
来
（
史
料
16
）
を
説
く
こ
と
に
眼
目
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
『
菅
家
御
伝
記
』
の
記
事
で
は
、
そ
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
は
、
原
典
が
本
来
意
図
し
て

い
た
政
治
的
主
張
を
捨
象
し
、
菅
原
朝
臣
成
立
前
史
を
説
明
す
る
文
脈
の
も
と
に
再
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
省
略
を
経
た
う
え
で
『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
に
採
録
さ
れ
た
記
事
は
、出
典
の
字
句
が
か
な
り
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。『
菅
家
御
伝
記
』

の
本
文
は
、「
菅
公
に
ま
つ
わ
る
伝
承
的
要
素
の
記
事
が
皆
無
に
近
い
と
こ
ろ
」
に
特
色
が
あ
り
、
陳
経
は
「
伝
承
的
要
素
を
除
き
、
史
実
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
の
み
正
確
で
信
憑
性
の
濃
い
伝
記
を
著
作
し
た
」
と
い
わ
れ
る

（
（（
（

。
本
稿
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
も
、
第
一
部
は
出
典
に
忠
実
に
編
纂
さ
れ
た
様
相
を
う
か
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が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
③
の
よ
う
に
大
幅
な
省
略
が
施
さ
れ
て
お
り
、
出
典
と
な
る
史
料
に
本
来
込
め
ら
れ
て
い
た
意
図
が
抜
け
落
ち
て
い
る
点
は

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
第
一
部
の
記
述
の
う
ち
、
現
存
し
な
い
出
典
に
依
る
も
の
に
は
検
討
が
及
ん
で
い
な
い
。
こ
う
し
た
『
菅
家
御
伝
記
』
の
み
に

み
え
る
独
自
の
所
伝
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
は
、
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、『
菅
家
御
伝
記
』
全
体
の
編
纂
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る

に
は
、
第
二
部
・
第
三
部
の
分
析
も
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
擱
筆
し
た
い
。

註（
１
）	

『
菅
家
御
伝
記
』
の
概
要
は
、
西
田
長
男
「
菅
家
御
伝
記
」（『
群
書
解
題
』
第
一
巻
中
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
二
年
）、『
神
道
大
系　

神
社
編
十
一　

北

野
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
七
八
年
）
の
解
題
に
よ
る
。

（
２
）	

『
神
道
大
系　

神
社
編
十
一　

北
野
』
神
道
大
系
編
纂
会
。

（
３
）	

佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究　

本
文
篇
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）。

（
４
）	

佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究　

考
証
篇　

第
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）、
一
四
七
頁
。

（
５
）	

『
群
書
類
従
』
巻
第
六
十
二
。

（
６
）	

田
中
卓
「
日
本
紀
弘
仁
講
書
と
新
撰
姓
氏
録
の
撰
述
―
平
安
時
代
初
期
の
歴
史
精
神
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」（『
田
中
卓
著
作
集
９　

新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
所
収
、

国
書
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
、
初
出
は
一
九
五
〇
年
）。

（
７
）	

「
菅
原
本
系
帳
」
も
、「
氏
族
志
抄
」
や
『
新
撰
姓
氏
録
』
と
と
も
に
系
譜
関
係
の
書
物
と
し
て
分
類
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
８
）	

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
。

（
９
）	

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
。 

（
10
）	

鈴
木
正
信
「『
海
部
氏
系
図
』
の
構
成
と
成
立
過
程
」（『
日
本
古
代
の
氏
族
と
系
譜
伝
承
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
は
二
〇
一
五
年
）。

（
11
）	

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
。
以
下
、『
菅
家
御
伝
記
』
の
典
拠
と
な
っ
た
史
料
に
つ
い
て
は
、『
菅
家
御
伝
記
』
と
一
致
す
る
文
字
に
傍
線
、
異
同
が
あ
る
文

字
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
。
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（
12
）	

『
古
事
記
』
は
建
比
良
鳥
命
を
天
菩
比
命
の
子
と
す
る
。
建
比
良
鳥
命
は
天
夷
鳥
命
と
同
一
の
神
格
で
あ
る
。

（
13
）	

『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
に
収
め
ら
れ
た
出
雲
臣
氏
の
系
譜
に
も
、
天
穂
日
命
の
子
と
し
て
天
日
名
鳥
命
が
み
え
る
。

（
14
）	

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
。

（
15
）	
同
じ
『
新
撰
姓
氏
録
』
で
も
、
摂
津
国
神
別
に
収
め
ら
れ
た
凡
河
内
忌
寸
氏
の
系
譜
に
お
い
て
、
可
美
乾
飯
根
命
は
天
穂
日
命
十
三
世
孫
と
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
世
系

は
『
菅
家
御
伝
記
』
と
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
お
い
て
、
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
を
天
穂
日
命
十
三
世
孫
と
す
る
記
述
は
確
認
で
き
ず
、
凡
河
内

忌
寸
氏
の
系
譜
に
お
い
て
可
美
乾
飯
根
命
が
ウ
カ
ヅ
ク
ヌ
の
弟
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
陳
経
が
『
菅
家
御
伝
記
』
を
撰

述
す
る
際
に
、
土
師
宿
禰
氏
・
菅
原
朝
臣
氏
の
系
譜
で
は
な
く
、
敢
え
て
凡
河
内
忌
寸
氏
の
系
譜
に
依
拠
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。

（
16
）	

溝
口
優
樹
「
政
治
的
動
向
か
ら
み
た
土
師
氏
の
系
譜
―
『
日
本
書
紀
』
か
ら
『
新
撰
姓
氏
録
』
ま
で
―
」（『
日
本
歴
史
』
八
四
九
、二
〇
一
九
年
）。

（
17
）	

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
。

（
18
）	

神
道
大
系
本
の
『
菅
家
御
伝
記
』
が
「
留
任
」
と
す
る
箇
所
は
、
群
書
類
従
本
で
は
「
留
住
」
に
つ
く
る
。
ま
た
、
出
典
と
推
定
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』（
国
史
大
系
本
）

で
は
「
留
仕
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
原
本
の
「
留
任
」
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
陳
経
が
『
菅
家
御
伝
記
』
撰
述
に
あ
た
っ
て

参
照
し
た
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
留
任
」
に
つ
く
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
照
し
た
た
め
に
『
菅
家
御
伝
記
』
も
「
留
任
」
に
つ
く
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。

（
19
）	

溝
口
優
樹
前
掲
註
（
16
）
論
文
。

（
20
）	

「
充
陵
戸
」
の
箇
所
に
つ
い
て
、
神
道
大
系
本
は
「
支
陵
戸
」、
群
書
類
従
本
は
「
充
陵
戸
」
と
す
る
。
群
書
類
従
本
に
従
い
、「
充
陵
戸
」
と
す
る
。

（
21
）	

古
人
と
道
真
の
間
の
世
系
を
示
せ
ば
、〈
古
人
―
清
公
―
是
善
―
道
真
〉
と
な
る
。 

（
22
）	

溝
口
優
樹
前
掲
註
（
16
）
論
文
、
同
「
土
師
氏
の
系
譜
と
伝
承
―
野
見
宿
禰
を
中
心
に
―
」（
篠
川
賢
編
『
日
本
古
代
の
氏
と
系
譜
』
所
収
、
雄
山
閣
、
二
〇
一
九
年
）。

（
23
）	

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
次
に
土
師
氏
が
登
場
す
る
仁
徳
天
皇
六
十
年
十
月
条
で
は
「
土
師
連
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
ウ
ヂ
ナ
の
表
記
の
変
更
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ

な
い
。

（
24
）	

真
壁
俊
信
「
菅
公
の
子
孫
達
に
よ
る
動
静
」（『
天
神
信
仰
と
先
哲
』
所
収
、
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
）。
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A Study on the Editing of Kanke Godenki 菅家御伝記 partⅠ

� Yuki MIZOGUCHI

　　Kanke Godenki is SUGAWARA-no-Michizane’s 菅原道真 biography that was edited 

by SUGAWARA-no-Nobutsune 菅原陳経 in 1106. Kanke Godenki is composed of three 

parts. PartⅠ describes Michizane’s ancestors. The aim of the present study is to clarify 

how Kanke Godenki partⅠ was edited by comparing with its sources. Kanke Godenki 

partⅠ quotes Nihonshoki 日本書紀, Shokunihongi 続日本紀, Shizokushishou 氏族志抄, 

Shinsenshoujiroku 新撰姓氏録, and Sugawarahonkeichou 菅原本系帳. Nobutsune selected 

and recorded important articles on the ancestors of SUGAWARA clan that proved the 

establishment of the clans such as changing of their surname and settled areas. He also 

recorded the articles of sources with some omission. So, the articles of Kanke Godenki, 

which are based on Nihonshoki, lost their originally political insistences.


